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我々は、銀河系内分子雲の CO(J = 2–1) 広域探査を目的に口径 1.85mの電波望遠鏡を開発し (Onishi et al.
2013)、2010年度より運用を行っている。本望遠鏡は、12CO, 13CO, C18O を 2.7 分角の角度分解能 (∼0.1 pc@140
pc)で同時観測し、CO(J = 1–0)輝線等との比較から、分子雲の運動温度や密度といった物理量を広域で精度良
く決定できることなどが特徴である。我々はこれまでOrion(A,B)領域で Spitzerにより得られたYSOの分布と、
CO観測より得られた物理量とを比較し、星形成効率がガスの柱密度および密度と相関があることや、運動温度
が星形成率と関係している事などを見いだしてきた (Nisimura et al. 2015)。また、C18O輝線による分子雲コア
の無バイアスサーベイを実施し (Taurus領域:大崎ほか 2014年度秋季年会)、大口径望遠でフォローアップ観測を
行うほか、分子雲衝突によって誘発された星団形成を示唆する (W43:切通ほか 2014年度秋季年会, 春季年会)な
ど、星間空間の多様なスケールの現象にアプローチしている。
　 2014年度の観測では、銀河系第 1象限の銀緯方向への観測範囲拡大 (B≥|1◦|)および、第 2象限の B≤|1◦|の
観測等を勢力的に行い、これまでの観測と合わせて合計約 1500平方度の観測を完了させた。典型的な感度は 0.8
K(速度分解能=0.1 km s−1)である。本発表では、これまでの近傍分子雲観測や、銀河面サーベイの結果について
報告する。


